
（別紙）
○ 概要

・観測頻度：月１回程度、水平距離約100kmに１試料を採取

・観測方法：機外から取り込んだ大気試料を手動ポンプにより金属製観測方法 機外から取り込んだ大気試料を手動ポンプにより金属製

フラスコ（容量1.7リットル）に採取して、気象庁本庁に

持ち帰り分析

・観測種目：二酸化炭素(CO2)、メタン(CH4)、一酸化炭素(CO)、

一酸化二窒素（N2O）2
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